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渡
部
渡
部  

卓卓

な
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
は
可

能
だ
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
配
慮

　

私
は
職
業
柄
、
Z
世
代
と
フ
ル

コ
ロ
ナ
世
代
の
若
手
た
ち
に
日
々

接
し
て
い
る
。

　

フ
ル
コ
ロ
ナ
世
代
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
長
期
の
在
宅
学
習
や
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
体
験
し
、
ア
ル

バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
そ
し

て
友
人
と
の
交
流
な
ど
に
も
制
限

を
受
け
て
い
る
。

　

就
職
活
動
で
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
や
会
社
説
明
会
、
採
用
面
接

ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
が
大
き
な

比
率
を
占
め
て
き
た
。
ス
ポ
ー

ツ
、
趣
味
、
サ
ー
ク
ル
、
ゼ
ミ
合

宿
、
交
換
留
学
や
海
外
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
休
止
が
相
次
ぎ
、
多

く
の
学
生
は
そ
の
失
望
と
諦
観
を

経
験
し
て
い
る
。

　

こ
の
フ
ル
コ
ロ
ナ
世
代
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
共
有

の
ス
タ
イ
ル
も
他
の
世
代
か
ら
変

己
表
現
や
創
造
性
を
重
視
し
、
個

性
を
大
切
に
す
る
傾
向
が
あ
る
世

代
と
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ル
コ
ロ
ナ
世
代
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
最
長
3
年
も
の
間
オ
ン
ラ
イ

ン
中
心
の
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
を
送

っ
た
影
響
が
あ
る
Z
世
代
だ
。
コ

ロ
ナ
社
会
の
影
響
を
個
人
や
社
会

心
理
の
項
目
で
分
け
図
表
１
に
ま

と
め
て
み
た
。

　

こ
れ
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
エ
ビ
デ
ン
ス
面
で
の
検
証

や
精
査
が
必
要
だ
が
、
お
お
ま
か

ル
コ
ロ
ナ
世
代
は
Z
世
代

の
中
で
も
昨
今
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
正
面
か

ら
受
け
た
世
代
だ
。
Z
世
代
と
は

１
９
９
０
年
代
半
ば
か
ら
２
０
１

０
年
頃
に
生
ま
れ
た
若
者
を
指

す
。「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」

と
も
呼
ば
れ
、
ネ
ッ
ト
や
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
対
す
る
理
解
や
許
容
度

が
高
い
こ
と
が
特
徴
だ
。

　

多
様
性
へ
の
寛
容
さ
や
環
境
保

護
へ
の
意
識
の
高
さ
、
持
続
可
能

性
や
社
会
的
正
義
へ
の
関
心
、
自

フ
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今
年
の
新
入
行
職
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
最
長

　
今
年
の
新
入
行
職
員
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
最
長
33
年
も
の
間
、
学
生
生

年
も
の
間
、
学
生
生

活
に
影
響
を
受
け
た
「
フ
ル
コ
ロ
ナ
世
代
」
が
中
心
。
そ
ん
な
世
代
と
の
関

活
に
影
響
を
受
け
た
「
フ
ル
コ
ロ
ナ
世
代
」
が
中
心
。
そ
ん
な
世
代
と
の
関

係
性
を
深
め
、
強
み
を
引
き
出
す
接
し
方
や
指
導
法
を
解
説
す
る
。

係
性
を
深
め
、
強
み
を
引
き
出
す
接
し
方
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指
導
法
を
解
説
す
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。
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ア
ル
コ
ー
ル
の
入
る
職
場
の
飲
み

会
な
ど
も
同
様
で
感
覚
の
修
正
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

昨
今
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
ら

な
い
と
部
下
と
本
音
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な
い
管
理
職

は
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
が
渡
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
管
理
職
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
も
苦
手
意
識
が
あ
る
。
フ

ル
コ
ロ
ナ
世
代
た
ち
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
利
便
性
を
逆
に
高
く
評
価

す
る
面
を
見
逃
せ
な
い
。
フ
ル
コ

ロ
ナ
世
代
の
学
生
に
お
い
て
、
対

面
講
義
と
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の

講
義
と
の
評
価
の
差
は
意
外
と
小

さ
い
。

長
期
化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で

メ
ン
タ
ル
不
調
者
も
増
加

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
と
と
も
に
、
当

然
の
よ
う
に
在
宅
勤
務
を
廃
止
す

る
意
向
に
は
注
意
を
し
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
勤
務
中
に

子
育
て
や
介
護
へ
の
参
加
の
重
要

性
に
目
覚
め
た
Z
世
代
か
ら
は
、

在
宅
勤
務
廃
止
に
声
な
き
反
発
や

失
望
が
発
生
し
て
、
そ
れ
が
早
晩

離
職
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。
昨
今

は
在
宅
勤
務
、
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
経
験
か
ら
再
び
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
重

要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
葉
も
海
外
で

は
「
ワ
ー
ク
・
イ
ン
ラ
イ
フ
」

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
と
進
化
を

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
１
年
中
ネ

ク
タ
イ
を
し
て
い
る
よ
う
な
経
営

陣
が
多
い
企
業
で
は
、
社
員
・
職

員
の
勤
怠
管
理
ば
か
り
に
目
を
向

け
る
傾
向
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
の
終

息
に
合
わ
せ
て
意
識
を
変
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

フ
ル
コ
ロ
ナ
世
代
に
は
、
長
期

化
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
メ
ン
タ
ル
不

調
者
も
増
加
し
て
い
る
。
従
来
の

２
倍
と
の
国
際
機
関
の
発
表
も
あ

る
ほ
ど
で
注
意
が
必
要
だ
。
筆
者

も
、
学
生
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
不
調

る
。
嫌
う
と
い
う
よ
り
ひ
ど
く
戸

惑
う
と
い
う
感
覚
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
へ
の
配
慮
と
注
意
が
職

場
の
管
理
職
た
ち
に
は
必
要
だ
。

化
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
電
話
を
極
度
に
嫌
う

人
が
多
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
へ
の
詮
索
も
同
じ
で
あ

（出所）著者作成

図表１　フルコロナ世代に与えたコロナ社会からの影響

分野 影響例１ 影響例２ 影響例３ 影響例４ 影響例５

行動 オンライン学
習への移行

テレワークの
普及

ソーシャルデ
ィスタンス マスクの着用

オンラインコ
ミュニケーシ
ョン

思考 将来への不安
感

学び方の柔軟
性

環境保護への
意識向上

メンタルヘル
スへの関心

デジタル技術
への依存

社会心理 孤独感や孤立
の増加

ストレスや不
安の増加

コミュニケー
ションスキル
の変化

オンラインコ
ミュニティへ
の依存

他者との協力
やサポートの
重視

行動心理 自己制御力の
向上

適応能力の発
達

リスク管理と
意思決定

ワーク・ライ
フ・バランス
の再評価

自己認識と自
己評価の変化


